
の場所 川越市大字笠幡地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

本工事は、地震災害時における水道水の供給を維持するため、機能上重要である重要

施設配水管を耐震化及び、老朽化した配水管を改良するものである。（債務負担行為

設定済）

工事総延長　３８２ｍ

ダクタイル鋳鉄管φ２５０布設工　２０３ｍ　ダクタイル鋳鉄管φ１００

公

布設工　　

　２ｍ

ポリ

共

エチレン管φ１００布

工

設工　　　５４ｍ　ポ

事

リエチレン管φ５０布

の

設工　　　１

工事着工

入

の時期（当初） 令和 

札

 7年 3月24日

工

及

事完成の時期（当初）

び

令和  7年12月 

契

1日

契約の相手方の商

約

号、名称 米川興業株式

の

会社 

契約の相手方の

適

住所 埼玉県川越市宮元

正

町５０－１２

契約金額

化

（当初・税込） 104

の

,013,800円

入

促

札参加条件

＜入札参加

進

条件＞

業種：土木　 

に

格付：A　 地域要件

関

：市内本店　 対象業

す

者：２４者

※本案件は

る

、取り抜け方式で行う

法

。

担当課（予算課） 上

律

下水道局 水道課

担当

施

課（工事担当課） 上下

行

水道局 水道課

変更後

令

の工事完成の時期
25

第

日増
※増減日数

変更契

七

約金額（税込）
変更な

条

し
※増減額

本工事は、

に

「週休２日制適用工事

規

（現場閉所型）」の対

定

象工事である。

本工事

す

は、地震災害時におけ

る

る水道水の供給を維持

公

するため、機能上重要

表

である重要

施設配水管

事

を耐震化及び、老朽化

項

した配水管を改良する

公

ものである。（債務負

共

担行為

変更後の 設定済

工

）

公共工事の概要 工事

事

総延長　３８２ｍ

ダク

の

タイル鋳鉄管φ２５０

名

布設工　２０３ｍ　ダ

称

クタイル鋳鉄管φ１０

重

０布設工　　

　２ｍ

ポ

要

リエチレン管φ１００

施

布設工　　　５４ｍ　

設

ポリエチレン管φ５０

配

布設工　　　１

変更理

水

由
原設計に基づき工事

管

に着手したところ、県

耐

道沿線地権者の理解が

震

得られず施工方法及

び

化

工程管理を見直したた

そ

め、工期を変更するも

の

のである。

他工事（大字笠幡）

公共工事



越市大字南田島地内

公共工事の種別 管工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

本工事は、下水道課発注の「新河岸第８－１処理分区汚水枝線築造工事（その１）」

及び「新河岸第８－１処理分区汚水枝線築造工事（その２）」に伴い、配水管を改良

及び復旧するものである。

工事総延長　４９２ｍ

ポリエチレン管φ１００布設工　２２１ｍ　　ポリエチレン管φ

公

５０布設工　２７１

ｍ

共

消火栓設置工　　　１

工

箇所　　仕切弁設置工

事

　　１１箇所

工事着工

の

の時期（当初） 令和 

入

 7年 6月27日

工

札

事完成の時期（当初）

及

令和  7年11月2

び

5日

契約の相手方の商

契

号、名称 有限会社光和

約

水道 

契約の相手方の

の

住所 埼玉県川越市小中

適

居７７５

契約金額（当

正

初・税込） 46,67

化

5,200円

入札参加

の

条件

＜入札参加条件＞

促

業種：管　格付：B　

進

地域要件：市内本店　

に

対象業者：２１者

担当

関

課（予算課） 上下水道

す

局 水道課

担当課（工

る

事担当課） 上下水道局

法

 水道課

変更後の工事

律

完成の時期
変更なし

※

施

増減日数

変更契約金額

行

（税込）
増額 79,

令

200円
※増減額

本工

第

事は、「週休２日制適

七

用工事（現場閉所型）

条

」の対象工事である。

に

本工事は、下水道課発

規

注の「新河岸第８－１

定

処理分区汚水枝線築造

す

工事（その１）」

及び

る

「新河岸第８－１処理

公

分区汚水枝線築造工事

表

（その２）」に伴い、

事

配水管を改良

変更後の

項

及び復旧するものであ

公

る。

公共工事の概要 工

共

事総延長　４５１ｍ

ポ

工

リエチレン管φ１００

事

布設工　２２１ｍ　　

の

ポリエチレン管φ５０

名

布設工　２３０

ｍ

消火

称

栓設置工　　　１箇所

配

　　仕切弁設置工　　

水

９箇所

変更理由
原設計

管

に基づき工事に着手し

改

たところ、湧水等の状

良

況により、一部の埋戻

そ

し材を発生

材から再生

の

砂に変更したため、設

他

計変更するものである

工

。

事（大字南田島）

公共工事の場所 川


